
僕
た
ち
も
10
歳

大
仙
市
も
10
歳大仙市が誕生した平成17年３月22日に生まれた（写真左から）

賢
さか
木
き
秀
ひ
色
いろ
くん、柿

かき
崎
ざき
綾
り
夢
む
くん、伊

い
藤
とう
飛
つばさ
翔くん

僕
た
ち
も

僕
た
ち
も
1010
歳歳

大
仙
市
も

大
仙
市
も
1010
歳歳

僕
た
ち
も

僕
た
ち
も
1010
歳歳

大
仙
市
も

大
仙
市
も
1010
歳歳

生誕の歳10
うとでめお
日

大仙市誕生10周年記念誌
Daisen City 10th Anniversary Memorial Book保 

存 

版



2

誕生10周年は
これまでの軌跡を振り返り
新たなスタートを切るための節目のとき
成果を礎に次なるステージに飛躍しましょう—

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
『
大
仙

市
』は
、
記
念
す
べ
き
誕
生

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
佳

節
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
心
か

ら
お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
仙
市
は
、
地
方
分
権
の
確

か
な
受
け
皿
を
つ
く
り
、

将
来
に
お
い
て
も
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
を
創
造
す
る

た
め
、平
成
17
年
３
月
22
日
、大
曲

市
、神
岡
町
、西
仙
北
町
、中
仙
町
、

協
和
町
、南
外
村
、仙
北
町
、太
田

町
の
８
つ
の
市
町
村
が
合
併
し
誕

生
し
ま
し
た
。以
来
、地
方
分
権
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
旗
印

に
、
各
地
域
の
特
性
や
独
自
性
を

大
切
に
し
な
が
ら
新
市
と
し
て

の
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
自
治
区
ご
と
に
設
置
し

た
地
域
協
議
会
な
ど
を
通
じ
、
地

域
の
声
が
行
政
に
届
く
仕
組
み
づ

く
り
や
地
域
枠
予
算
の
創
設
に
よ

る
「
市
民
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
政
運
営
の
基
本
方

針
で
あ
る
「
大
仙
市
総
合

計
画
」の
も
と
、医
療
・
福
祉
、子
育

て
・
教
育
、産
業
、防
災
な
ど
の
喫

緊
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。ま
さ
に
、
基
礎
固
め
か
ら

発
展
、そ
し
て
成
熟
へ
と
、市
民
の

皆
様
と
と
も
に
歩
ん
だ
10
年
で
あ

り
、新
市
の
基
盤
は
一
定
程
度
築
か

れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。今
こ
う
し
て
記
念
す
べ
き
節

目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、市
民
の
皆
様
を
は
じ

め
、
本
市
の
将
来
を
思
う
多
く
の

方
々
か
ら
の
ご
理
解
と
お
力
添
え

の
賜
物
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
の
誕
生
10
周
年
は
、こ

れ
ま
で
の
軌
跡
を
振
り
返

り
、本
市
の
将
来
を
考
え
、新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め
の
節
目
の

と
き
で
あ
り
ま
す
。市
で
は
こ
の

節
目
に
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た

成
果
を
礎
に
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ

と
飛
躍
で
き
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
方
針
を
示
す
「
次
期
総

合
計
画
」の
策
定
や
、本
市
に
お
け

る
自
治
の
基
本
理
念
・
行
政
運
営

の
基
本
原
則
を
定
め
る
「
自
治
基

本
条
例
」
の
制
定
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。こ
の
新
た
な
総

合
計
画
並
び
に
自
治
基
本
条
例
、

そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
理
想
と

決
意
を
込
め
て
本
市
誕
生
５
周
年

の
際
に
制
定
し
た「
市
民
憲
章
」の

も
と
、「
市
民
と
行
政
と
の
協
働
」

の
気
運
を
一
層
高
め
な
が
ら
、
市

民
が
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
活
躍

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

将
来
都
市
像
で
あ
り
ま
す
「
人
が

活
き
人
が
集
う
夢
の
あ
る
田
園
交

流
都
市
」が
実
現
で
き
る
よ
う
、こ

れ
か
ら
も
前
に
歩
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
さ
ら

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

大仙市長 栗林次美

大仙市誕生10周年に寄せて
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わたしたちの「だいせん」10年のあゆみ
写真と年表で振り返る

chronology of Daisen City 2005-2015

３月22日▼大仙市誕生（人口96,059人）
３月22日▼今野正彬氏が職務執行者に就任
３月28日▼第１回大仙市議会臨時会、初代市議会議
長に加藤勲氏、副議長に鈴木辰美氏が就任
４月17日▼大仙市長選挙、初代市長に栗林次美氏が就任
４月26日▼大曲球場が完成
６月５日▼第１回市制施行記念駅伝大会開催
６月25日▼大仙市体育協会設立
６月27日▼第１回市議会定例会で新市の当初予算が
可決・承認。一般会計455億6,134万６千円
６月28日▼仙北南保育園新園舎竣工式開催
７月１日▼教育長に笹元嘉辰氏、代表監査委員に田牧
貞夫氏が就任
７月４日▼神奈川県座間市と災害協定を締結
７月７日▼協和保育園新園舎竣工式開催
７月18日▼大仙市誕生記念式典開催
７月21日▼市町村合併後初の地域協議会を仙北地域
で開催
８月２日▼幼保一体施設「なかせんワイワイらんど」
新園舎竣工式開催
９月18日▼大仙市議会議員選挙で30人の新議員が決定
10月１日▼大仙市老人クラブ連合会設立
10月１・２日▼大仙市誕生記念市民囲碁大会開催
10月14日▼２代目議長に橋本五郎氏、副議長に佐藤
孝次氏が就任
10月22・23日▼「秋の稔りフェア」初開催
12月11日▼大仙市スポーツ少年団本部設立
12月26日▼久米正雄氏が新助役に就任

平成17年２
０
０
５

市役所大曲庁舎で行われた開庁式

初登庁する栗林市長 初の市議会に議員136人が出席

号砲とともに一斉に駆け出すランナー（市制施行記念駅伝）
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市町村合併で成人式も一本化

「ギバちゃんの部屋」に多くの来場者 大仙市誕生１周年記念式典

学校給食総合センター「スマイルランチ(*^_^*)」 「だいせん夢未来債」の抽選会

１月10日▼大曲地域の積雪150㌢を
最高に各地域で110㌢超え。「大仙市
豪雪対策本部」を設置
３月５日▼花火の街シンボルキャラ
クター「つつどん」と「たまちゃん」
が誕生
３月12日▼小杉山地区生涯学習セン
ター、中仙公民館鴬野分館が竣工
４月１日▼新教育長に三浦憲一氏が
就任
４月６日▼韓国唐津郡機池市大綱引
きに市長・議長・刈和野大綱引き保存
会長が訪韓（10日まで）
７月11日▼大仙市企業連絡協議会設
立（市内製造業48社が参加）
８月15日▼大仙市初の成人式開催

10月１日▼大仙市誕生１周年記念式
典開催。市の「花・木・鳥」「市民の歌」
を制定
10月１日▼地上デジタルテレビ放送
が視聴可能に
10月13日▼大曲西道路が全線開通
10月14日▼南外地域簡易水道事業竣
工式開催
10月25日▼市と大仙警察署、大曲郵
便局、ＪＡ秋田おばこ、秋田県ハイヤ
ー協会大曲仙北支部が「大仙市防犯
パトロールの協力に関する協定」を
締結
10月30日▼学校給食総合センターの
定礎式挙行。愛称が「スマイルランチ
(*^_^*)」に決定

11月18日▼西仙北ぬく森温泉ユメリ
アに「ギバちゃんの部屋」がオープン
12月２日▼神岡地域の屋内多目的施
設「嶽ドーム」オープン
12月22日▼学校給食総合センター
建設のため「だいせん夢未来債」を発
行。３億円の募集金額に対し、８億
5,670万円（571件）の応募

平成18年

「だいせん」10年の歩み

２
０
０
６

豪雪に見舞われ市では対策本部を設置
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秋田わか杉国体・なぎなた
競技で秋田県勢が大活躍

大仙市民賞第１号の有坂直樹さん 大仙市民賞を受賞した小松由佳さん 天皇皇后両陛下が国体に際し大仙市ご訪問

払田柵跡で秋田わか杉国
体・わか杉大会炬火採火式 わか杉国体で大仙市を会場に開催された少年女子ハンドボール競技

市内企業・団体と災害時生活物資等応援協定を締結 男女共同参画都市宣言を読み上げる市民代表

chronology of Daisen City 2005-2015

３月３日▼競輪選手の有坂直樹さん
が第１号となる大仙市民賞を受賞
３月25日▼サン・スポーツランド協
和体育館竣工式開催
４月１日▼副市長に久米正雄氏が就任
５月16日▼登山家の小松由佳さんが
大仙市民賞受賞
７月24日▼市内企業・団体と災害時
生活物資等応援協定を締結
８月15日▼仙北地域の払田柵跡で秋
田わか杉国体・わか杉大会炬火採火
式開催
８月26日▼「日本国大仙市と韓国唐
津郡と友好交流に関する協定」を締結
９月▼９月定例議会で「大仙市男女
共同参画都市宣言」が議決（宣言の議

決は県内で２番目）
９月１日▼中仙地域の八乙女交流セ
ンターがリニューアルオープン
９月11日▼水神社国宝収蔵庫で国宝
線刻千手観音等鏡像の遷座祭
９月23日▼国道13号神宮寺バイパス
第１工区（西田交差点まで、3.3㌔）開通
９月26日▼都市計画道路「駅東線」全
線開通
９月28日▼天皇皇后両陛下が秋田わ
か杉国体開会式へのご出席に際し、
大仙市（秋田県仙北地域振興局と大曲養
護学校）をご訪問
９月30日▼秋田わか杉国体で大仙市
を会場になぎなた、軟式野球、自転車
競技が開会（なぎなた競技少年演技が本

県の優勝第１号に、成年女子試合が優勝）
10月４日▼秋田わか杉国体で大仙市
を会場に少年女子ハンドボール競技
が開会（秋田選抜チームが第３位入賞）
10月９日▼秋田わか杉国体閉会。秋
田県が天皇杯と皇后杯を初めて獲得
10月11日▼第３代市議会議長に大坂
義德氏、副議長に佐々木昌志氏が就任
10月31日▼大仙市補助金審査委員会
を設置
11月３日▼国道13号旧玉川橋お別れ会
11月17日▼男女共同参画都市宣言記
念フォーラム開催
12月▼仙北南地区簡易水道統合整備
事業の全域給水開始
12月1日▼みつば保育園開園

平成19年２
０
０
７
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２月▼協和地域の船岡小・淀川小・稲
沢小で閉校記念式典開催
３月▼協和地域の荒川小・峰吉川小・
小種小で閉校記念式典開催
３月３日▼社会福祉法人大仙ふくし
会と社会福祉法人大空大仙が設立
３月25日▼温泉保養施設「奥羽山荘」
を株式会社わらび座に無償譲渡
４月１日▼山王丸愛子氏が副市長に
就任
４月１日▼協和小学校開校
４月１日▼市内７商工会が統合し、
大仙市商工会が発足
４月４日▼協和地域の大盛館がリニ
ューアルオープン
４月22日▼佐竹藩主への献上水くみ

上げ井戸「御前井」が市初の文化財指定
５月１日▼大仙市自殺予防ネットワ
ーク推進協議会設立
５月23日▼「秋田・岩手地域連携軸推
進協議会」の８市町村で大規模災害
時相互援助協定を締結
６月１日▼太田地域の温泉保養施設
「奥羽山荘」リニューアルオープン
７月16日▼大仙PTA連合会設立
７月21日▼JR神宮寺新駅舎が完成
７月28日▼払田分家庭園が国指定名
勝池田氏庭園へ追加指定
８月５日▼大仙美郷環境事業組合一
般廃棄物最終処分場竣工式開催
10月１日▼大仙市企業誘致推進本
部・推進プロジェクトチーム設置

10月10日▼市で初の国際会議「第10
回国際アジア民俗学会」開催（12日まで）
10月15・16日▼緊急消防援助隊北海
道・東北ブロック合同訓練開催
11月１日▼幼保一体の新園舎「かみ
おか幼稚園・神岡保育園」新園舎開園
11月20日▼第１回大仙農業元気賞表
彰式開催
11月28日▼大曲消防署西分署竣工式
12月▼あきたふるさと手作りCM大
賞でハッスル賞（特別賞）受賞
12月７日▼「大曲の納豆汁」が第14代
鍋将軍（グランプリ）を受賞
12月15日▼「大仙市経済・雇用・生活
緊急対策本部」を設置
12月24日▼西仙北地域の市営住宅完成

協和小学校で初めての入学式 社会福祉法人大仙ふくし会が始動

国指定名勝・旧池田氏庭園払田分家庭園 緊急消防援助隊北海道・東北ブロック合同訓練

「大曲の納豆汁」が第14代鍋将軍の称号を獲得 あきたふるさと手作りCM大賞でハッスル賞（特別賞）受賞

平成20年

「だいせん」10年の歩み

２
０
０
８
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市と国際教養大学が「国際交流に関する連携プログラム協定」
締結［写真左は中嶋嶺雄前学長（故人）］ ペアーレ大仙

大花都市再生住宅

大仙市ふれあい体育館JR大曲駅東口の「非核平和宣言塔」

平成21年

chronology of Daisen City 2005-2015

１月16日▼第４代市議会議長に佐々
木昌志氏、副議長に北村稔氏が就任
１月21日▼中仙天ぷら油回収ネット
ワーク設立
２月６日▼西仙北スマートインター
チェンジ地区協議会が設立
２月20日▼市と国際教養大学が「国
際交流に関する連携プログラム協
定」締結
２月28日▼大仙市国際交流協会設立
３月２日▼ペアーレ大仙開所
３月27日▼JR羽後長野駅舎が完成
３月29日▼大曲乳児保育園新園舎竣
工式開催
４月１日▼代表監査委員に福原堅悦
氏が就任

４月５日▼大仙市長選挙で栗林次美
氏が無投票で再選
４月10日▼「大仙市商品券」発売開始
５月14日▼奥田酒造店店舗兼主屋が
国の有形文化財に登録
５月19日▼介護予防サポーター養成
講座を開催。「介護予防いきいき隊」
が誕生
７月１日▼神岡中央公園が完成
７月30日▼大花都市再生住宅が完成
８月１日▼子育て支援・高齢者相談
施設「まるこのひろば」（大花都市再
生住宅内）が運営開始
８月７日▼JR大曲駅東口の「非核平
和宣言塔」設置除幕式開催
９月20日▼大仙市議会議員選挙

10月２日▼大仙市遊休農地活用セン
ター開設
10月６日▼第５代市議会議長に児玉
裕一氏、副議長に大野忠夫氏が就任
10月24日▼国道13号神宮寺バイパス
が大坪交差点（1.7㌔）まで部分開通
11月５日▼大曲上水道通水50周年記
念式典。マスコットキャラクター「ぽ
たぽん」が誕生
11月12日▼NTT東日本と市が災害復
旧時の協力に関する協定を締結
11月30日▼大仙市ふれあい体育館竣
工式開催
12月▼協和地域の市営住宅が完成
12月26日▼副市長に久米正雄氏が再任

２
０
０
９
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秋田大学と連携協定締結（写真右は吉村昇学長［当時］）

大曲の花火百周年記念フォーラム

市内６幼稚園の経営を大空大仙に委譲（写真左は笹元嘉辰理事長）

初開催から百周年を迎えた「大曲の花火」

大仙市誕生５周年記念式典

平成22年

「だいせん」10年の歩み

３月15日▼建設業協会、電気工事、管
工事組合、リース業協会と市が災害
応援協定を締結
３月22日▼大仙市誕生５周年記念式
典開催
４月▼粗大ごみの有料戸別収集が全
地域で統一
４月▼防災メール「防災ネットだい
せん」配信開始
４月26日▼市内６幼稚園の経営を大
空大仙に委譲
５月26日▼秋田大学と連携協定
６月▼戸別所得補償モデル対策開始
６月20日▼中仙小学校が創立40周年
記念発表会開催
６月24日▼大仙市農村交流推進協議

会設立
６月30日▼市道黒森山線開通
６月30日▼教育長に三浦憲一氏が再任
８月▼大仙市ファミリーサポートセ
ンター開設
８月▼「大曲の花火」が100周年を迎
える
８月21日▼大曲市民会館で「大曲の
花火100周年記念フォーラム」開催
10月１日▼旧池田氏庭園洋館修復工
事が完成
10月18日▼秋田県総合防災訓練開催
10月31日▼豊岡小学校が創立100周
年を迎える
11月３日▼国道13号神宮寺バイパス
（第２工区）開通

11月９日▼県宅地建物取引業協会と
私有財産売却の紹介業務に関する協
定締結
11月23日▼第１回秋田飴売り節全国
大会開催
11月30日▼大仙市中心市街地活性化
基本計画が内閣総理大臣から認定を
受ける
12月▼あきたふるさと手づくりCM
大賞2010で審査員特別賞受賞
12月１日▼大仙市地域交流センター
「はぴねす大仙」開所
12月18日▼大曲中がマーチング全国
大会で最優秀賞受賞

２
０
１
０

スポーツや文化活動の拠点として活用されている「はぴねす大仙」



9 Daisen City 10th Anniversary Memorial Book

平成23年

chronology of Daisen City 2005-2015

１月24日▼大仙市豪雪対策本部設置
（積雪深137㌢、累計降雪量450㌢）
１月30日▼道の駅なかせんがリニュ
ーアルオープン
３月11日▼東日本大震災発生。大仙
市では震度５強を観測
３月22日▼大仙市被災地・被災者支
援本部を設置
３月26日▼西仙北ICがスマートイン
ターチェンジ化
４月▼組織機構改革を実施。総合防
災課を新設
４月19日▼東日本大震災のボランテ
ィア派遣活動拠点として「だいせん
応援ハウス」を岩手県遠野市に開設
６月３日▼県が大曲通町地区市街地

再開発組合の設立を認可
６月３日▼大仙市住生活基本計画を
策定
6月24日▼集中豪雨発生（１時間に30
㍉、雄物川（神宮寺）で過去最高位7.74㍍
を観測）。水防対策部を設置
７月20日▼東部農業委員会と西部農
業委員会を統合。大仙市農業委員会
を設立
７月26日▼だいせん大曲フィルムコ
ミッション設立
７月31日▼第１回目の大仙市農業委
員会選挙。関係団体の推薦委員を含
む47人の委員が決定
８月27日▼「大曲の花火」に東日本大
震災の被災者286人を招待

９月１日▼大曲建設業協会、大曲仙
北電気工事協同組合と水道局所管施
設の停電に関する協定を締結
９月30日▼市内社会福祉法人等９団
体と災害時福祉避難所の協定調印式
10月１日▼大仙市議会基本条例・大
仙市議会議員政治倫理条例を施行
10月５日▼第６代市議会議長に鎌田
正氏、副議長に藤田君雄氏が就任
10月28日▼西仙北大沢郷地区簡易水
道施設竣工記念式典開催
11月１日▼光ファイバ通信網整備事
業開通式（12,000世帯・総延長611㌔）
12月26日▼大仙市空き家等の適正管
理に関する条例を制定

岩手県・宮城県・福島県の沿岸部を中心に東北地方に未曾有
の大災害をもたらし日本中に大きな衝撃を与えた東日本

大震災。大仙市では震度５強を観測し、停電や水道の断水、輸送
網の寸断による燃料や食料、日用品の供給不足など大きな影響
を受けました。市は、震災直後から被災地を全力で支援。市職員
をボランティアとして派遣したほか、被災者を「大曲の花火」に
招待。また、津波などで発生した災害がれきの処理を受け入れ
るなど、多方面にわたる支援活動で復興を後押ししました。

２
０
１
１

岩手県遠野市に開設した「だいせん応援ハウス」 市職員を被災地にボランティアとして派遣

町を埋め尽くすがれきの山（岩手県宮古市）

津波に押し流される自動車（岩手県宮古市）

「大曲の花火」に被災者286人を招待
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２月４日▼被災地支援事業「福島っ
子と秋田っ子の冬期交流プログラ
ム」を実施（19日まで）
２月18日▼宮崎市・大仙市有縁交流
提携10周年記念式典開催
２月23日▼市が新興エコファームを
「大仙重点野菜の生産拡大に取り組
む先進的モデル経営体」として表彰
３月23日▼鈴木空如法隆寺金堂壁画
模写及び下絵が県有形文化財に指定
３月27日▼配達業者16事業者19事業
所と地域見守り協力協定を締結
４月▼神岡・西仙北・南外の８小学
校・２中学校が統合し、神岡小・南外
小・西仙北小・西仙北中が開校
４月▼「だいせん日和」が全国広報コ

ンクール写真（１枚）の部で特選を受賞
４月▼大曲図書館が「子どもの読書
活動優秀実践図書館」として文部科
学大臣表彰を受賞
４月１日▼副市長に老松博行氏が就任
４月４日▼県内全域で発生した暴風
雨を受け、災害警戒対策部を設置
４月18日▼大仙市総合民俗資料交流
館「くらしの歴史館」オープン
４月23日▼岩手県宮古市からの災害
がれきの受け入れを開始
４月24日▼大仙警察署と暴力団排除
に関する合意書を締結
４月28日▼東日本大震災被災地・被
災者支援の集いを開催
６月１日▼皇太子さまが旧池田氏庭

園をご視察（全国「みどりの愛護」のつ
どい出席で来秋）
６月７日▼子育て支援施設「うさち
ゃんひろば」開所（中仙市民会館内）
７月30日▼大曲仙北電気工事協同組
合と防犯パトロールの協力に関する
協定を締結
８月８日▼秋田県環境整備事業協同
組合県南支部大仙美郷業者会と「災害
時におけるし尿及び浄化槽汚泥の収
集運搬等に係る協定」を締結
８月９日▼秋田おばこ節がJR大曲駅
発車ベルに採用
11月17日▼男女共同参画都市宣言５
周年記念事業「ともに輝く」開催

平成24年

「だいせん」10年の歩み

２
０
１
２

集中豪雨で市内各地の道路が冠水
137年の歴史に幕を下ろし神宮寺小学校が閉校 西仙北地域の統合中学校・西仙北中学校で初めての入学式

県内全域で暴風雨が発生

皇太子さまが旧池田氏庭園を視察 東日本大震災被災地・被災者支援の集い

宮古市からの災害がれきの受け入れ開始



11 Daisen City 10th Anniversary Memorial Book

大仙市観光物産協会設立

市有形民俗文化財に指定された「蛭川渡船場の渡しぶね」

秋田デスティネーションキャンペーン

平成25年

chronology of Daisen City 2005-2015

２月21日▼大仙市観光物産協会設立
３月▼国道13号バイパス全線が開通
３月31日▼大仙市長選挙で栗林次美
氏が無投票で３選
４月１日▼大仙市子ども・若者総合
相談センターを開設
４月１日▼代表監査委員に福原堅悦
氏が再任
４月12日▼西部新規就農研修施設開所
５月20日▼秋田、岩手両県10市で災害
時における相互応援に関する協定を締結
５月30日▼秋田銀行・北都銀行・羽後信
用金庫と災害協力に関する協定を締結
６月20日▼子育て支援拠点施設「つな
っこひろば」開所（西仙北中央公民館内）
７月14日▼大仙市特典付チケット

（大仙市ニコニコ商品券）販売開始
７月31日▼宮古市からの災害廃棄物
の受け入れが終了
７月31日▼大仙・仙北測量設計業協
会と災害時における応急対策業務の
応援に関する協定を締結
８月11日▼大曲橋の架け替え工事が
完了。「大曲花火大橋」として開通
９月22日▼大仙市議会議員選挙で28
人の議員が決定
９月24日▼第１回大仙市特産品開発
コンクールで大保納豆が最優秀賞
９月25日▼「蛭川渡船場の渡しぶね」
が市有形民俗文化財に指定
10月１日▼秋田デスティネーション
キャンペーン開幕（12月31日まで）

10月４日▼第７代市議会議長に橋村
誠氏、副議長に冨岡喜芳氏が就任
10月19日▼大曲駅前第２地区土地区
画整理事業中通線アンダーパスが開通
10月19日▼旧池田氏庭園案内所「巨

おお

洲
しま

館
かん

」開所
11月▼新病院改築支援事業の財源活
用のため「だいせん夢未来債」を発行
11月23日▼東京都で「秋田県大仙市
ふるさとフェア2013」を開催
12月16日▼秋田県トラック協会と
「災害時における緊急・救援輸送等の
応援に関する協定」を締結
12月24日▼西仙北ぬく森温泉ユメリ
アに再生可能エネルギー設備を導入
12月26日▼副市長に久米正雄氏が再任

２
０
１
３

西部新規就農研修施設開所式

旧池田氏庭園案内所「巨洲館」開所式

東京都で「秋田県大仙市ふるさとフェア2013」を開催
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平成26年-平成27年

大曲中学校吹奏楽部がマーチングバンド全国大会で５連覇 大曲工高野球部が大仙市勢では52年ぶりの春のセンバツ出場

国民文化祭フィナーレイベントで行われた
「刈和野の大綱引き」

登録有形民俗文化財「秋田南外の仕事着」
で中学生がファッションショー市内中学校の代表が参加した中学生議会ブータン王国名誉総領事が来市

大曲厚生医療センターを核にした大曲通町地区第一種市街地再開発事業北街区が完成

「だいせん」10年の歩み

１月９日▼中学生議会開催
２月10日▼花火産業構想策定プロジ
ェクト始動
２月28日▼大仙市消防団に財団法人
日本消防協会が「まとい」を授与
３月４日▼太田公民館が第66回優良
公民館表彰で文部科学大臣表彰
３月10日▼秋田大学と荒川鉱山跡地
の活用に関する覚書を締結
３月10日▼「秋田南外の仕事着」が県
内で初の国の有形民俗文化財に登録
３月12日▼環境省が大仙美郷環境事
業組合に感謝状を贈呈
３月19日▼大仙市子ども条例を制定
３月26日▼秋田県LPガス協会と災害
時液化石油ガス等応援協定を締結

４月19日▼大曲厚生医療センターと
「大曲仙北救急ワークステーション
の設置に関する協定」を締結
５月1日▼大曲通町地区第一種市街
地再開発事業北街区がオープン
５月28・29日▼ブータン王国名誉総
領事が大仙市を訪問
６月▼南外地域で移動販売車巡回サ
ービスがスタート
６月28日▼秋田県消防大会開催
６月30日▼秋田銀行と大仙市・仙北
市・美郷町が空き家解体ローン提携
に関する覚書を締結
６月30日▼教育長に三浦憲一氏が再任
７月12日▼中仙地域の八乙女公園で
「2014あきた水と緑の森林祭」開催

８月▼コミュニティFM「FMはなび」が
イベントFM放送を実施
10月４日▼「国民文化祭あきた2014」
が開幕（11月３日まで）
11月▼大仙市雪対策総合計画を策定
12月13日▼大曲中学校吹奏楽部がマ
ーチングバンド全国大会で５連覇
１月23日▼大曲工業高校野球部が春
のセンバツ出場決定
３月21日▼神奈川県座間市と友好交
流都市協定を締結
３月22日▼大仙市誕生10周年記念式
典開催。市マスコットキャラクター
「まるびちゃん」誕生
３月27日▼西部学校給食センター竣
工式開催

２
０
１
４
▼
２
０
１
５
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COLUMN

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
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を
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政
に
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さ
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、
市
民
と
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
市
が

行
っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

「
市
民
に
よ
る
市
政
評
価
」。
平
成

26
年
度
の
結
果
を
見
る
と
「
就
業

支
援
」「
安
全
・
安
心
体
制
」「
産

業
振
興
」「
公
共
交
通
」「
行
財
政

運
営
」
が
各
分
野
の
推
進
す
べ
き

取
り
組
み
と
し
て
上
位
に
な
り
ま

し
た
。

　
関
連
し
て
「
少
子
高
齢
化
と

な
っ
た
今
、
子
育
て
支
援
の
充
実

が
必
要
」「
若
い
人
た
ち
の
流
出

を
抑
え
る
た
め
に
も
っ
と
働
け
る

ま
ち
に
」「
雪
解
け
後
の
道
路
整

備（
補
修
）
と
、
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
通
行
で
き
る
歩
道
を
」
な
ど

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
誕
生
か
ら
10
年
が
経
ち
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
思
い
と
と
も
に
次
の

10
年
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
大

仙
市
。
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
手
を
取
り
合
っ
て
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
の
ま
ち
「
だ
い
せ
ん
」。

市
民
の
皆
さ
ん
が
「
大
仙
市
に
生

ま
れ
て
良
か
っ
た
」「
大
仙
市
に

住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
に
。

時
代
と
と
も
に
変
わ
る
ニ
ー
ズ

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に

０～４歳

500 5001,500 1,5002,500 2,5003,500 3,500

10～ 14歳

30～ 34歳

50～ 54歳

70～ 74歳

20～ 24歳

40～ 44歳

60～ 64歳

80～ 84歳

90～ 94歳

15～ 19歳

35～ 39歳

55～ 59歳

75～ 79歳

25～ 29歳

45～ 49歳

65～ 69歳

85～ 89歳

95～ 99歳

100歳以上

５～９歳

1,446

1,353

1,803

2,259

3,201

3,647

2,287

3,685

3,342

1,528

1,872

1,788

2,394

3,836

3,902

2,745

3,118

1,906

1,416

1,358

1,888

2,457

3,034

2,774

2,257

3,650

1,848

1,662

1,947

1,845

2,352

3,674

2,773

2,638

2,452

844

791252

17758

296男性 女性

男女合計  88,301人（不詳者７人を含む）
（人）（人）

国勢調査（平成22年 10月１日）
男女年齢別人口

▼

約32％が65歳以上。少子高齢化を表す「つぼ型」

東経／140°28′
北緯／北緯39°27′
※東経・北緯は大曲庁舎

秋田県
大仙市

面積／866.67㎢

東に奥羽山脈、西に出羽丘陵、米収穫量県内一の穀倉地帯

▼

大仙市の位置・地形
（国土地理院）

男性5,167人、女性4,459人減少

▼

男女別人口の推移（平成17年３月～平成27年２月）
※住民基本台帳人口

年月末 男性 女性 合計
H17.3 45,659 50,400 96,059
H18.3 45,180 49,975 95,155
H19.3 44,628 49,532 94,160
H20.3 44,072 49,031 93,103
H21.3 43,569 48,655 92,224
H22.3 43,071 48,237 91,308
H23.3 42,603 47,803 90,406
H24.3 41,994 47,296 89,290
H25.3 41,362 46,857 88,219
H26.3 40,887 46,352 87,239
H27.2 40,492 45,941 86,433H17.3 H18.3 H19.3 H20.3 H21.3 H22.3 H23.3 H24.3 H25.3 H26.3 H27.2

96,059 95,155 94,160 93,103 92,224 91,308 90,406 89,290 88,219 87,239 86,433

男
性

女
性

市町村合併から 10年。人口の推移を中心に大仙市の動きを見てみましょう

2005　2015▼ 数字で見る大仙市

減少率は協和が18.6％、南外が17.1％

▼

地域別人口の推移（隔年）
※住民基本台帳人口

（年月末）
H17.3

38,617

6,102

10,616

11,657

8,749

4,598

8,067

7,653

H19.3

38,123

5,955

10,388

11,393

8,418

4,458

7,974

7,451

H21.3

37,793

5,862

9,998

11,114

8,076

4,282

7,809

7,290

H23.3

37,454

5,793

9,658

10,835

7,797

4,119

7,651

7,099

H25.3

37,177

5,599

9,287

10,466

7,398

3,946

7,461

6,885

H27.2

37,031

5,468

8,932

10,111

7,114

3,811

7,301

6,665

大曲 神岡 西仙北 中仙 協和 南外 仙北 太田
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大
仙
市
が
誕
生
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
10

年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。昔
か
ら
近
し

い
間
柄
に
あ
っ
た
大
曲
仙
北
の
８
市
町
村
が
力

を
合
わ
せ
て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と

大
同
団
結
し
て
成
し
遂
げ
た
市
町
村
合
併
。新
市

と
し
て
出
発
間
も
な
い
こ
ろ
は
合
併
の
デ
メ
リ

ッ
ト
ば
か
り
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の

間
、
観
光
協
会
や
体
育
協
会
な
ど
の
各
種
団
体
も

統
一
さ
れ
、市
全
体
が
平
ら
に
な
っ
た
。ま
た
、長

年
に
わ
た
っ
て
建
て
替
え
が
望
ま
れ
て
い
た
仙

北
組
合
総
合
病
院
が
移
転
新
築
し
、
大
曲
厚
生
医

療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
が
で
き
た
。合
併
を
し
な
か
っ
た
ら
旧
市
町
村

は
財
政
的
に
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
だ

ろ
う
し
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
も
難
し
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。こ
の
10
年
間
は
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
上
で
は
地
な
ら
し
の
期
間
で
、
合
併

の
メ
リ
ッ
ト
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か

ら
の
作
業
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

課
題
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
だ
。合
併
後
職

員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
地
域
の
隅
々
ま
で
行

政
の
目
が
届
か
な
く
な
る
の
で
は
、
と
感
じ
て
い

る
市
民
も
少
な
く
な
い
と
思
う
。そ
う
し
た
不
安

感
を
取
り
除
く
に
は
、
議
員
が
市
民
の
声
を
拾
い

上
げ
る
た
め
に
地
元
偏
重
の
意
識
を
変
え
、
活
動

の
範
囲
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

農
業
振
興
や
地
場
産
業
の
育
成
、
雇
用
・
子
育

て
環
境
の
充
実
な
ど
、
市
の
主
要
な
施
策
は
人
口

減
少
を
食
い
止
め
、
定
住
人
口
を
確
保
す
る
と
い

う
大
き
な
目
標
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。若
い
世
代

が
こ
こ
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
愛
郷
心
を
育
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
力
を
尽
く
し
た
い
。

橋村 誠 さん
大仙市議会議長［大曲地域在住］

Special Interview

わ
た
し
が
思
う

「
だ
い
せ
ん
の
10
年
」

市
制
施
行
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
た

大
仙
市
。
郷
土
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

と
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
特
別
な
思
い

を
寄
せ
る
３
人
の
皆
さ
ん
か
ら
お
話

し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
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秋
田
県
内
で
今
一
番
元
気
な
市
は

大
仙
市
だ
と
、
た
ま
た
ま
上
京

し
て
来
た
秋
田
市
在
住
の
友
人
が
言

う
。新
幹
線
で
も
高
速
道
路
で
も
、一
般

道
路
も
、
中
央
へ
向
か
う
主
要
幹
線
は

大
曲
経
由
が
圧
倒
的
に
多
い
。昨
年
は

立
派
な
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
が
建
ち
、

建
築
続
行
中
の
南
街
区
が
完
成
す
る
と

大
曲
駅
前
は
県
内
で
最
も
活
性
化
さ
れ

た
中
心
市
街
地
に
な
る
、
と
ベ
タ
誉
め

だ
。大
仙
市
は
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
い

る
と
友
人
は
う
ら
や
ま
し
そ
う
。第
一

に
若
者
が
元
気
だ
。未
来
を
語
り
、行
動

を
と
り
合
う
若
者
の
集
団
が
活
発
に
動

き
出
し
て
い
る
。そ
し
て
、今
度
は
春
の

セ
ン
バ
ツ
に
大
曲
工
業
高
校
が
出
場
す

る
。「
凄
い
な
！
」と
た
め
息
交
じ
り
だ
。

　

と
こ
ろ
で
今
年
２
月
１
日
、
関
与
す

る
社
団
法
人
が
東
京
で
教
育
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
た
。テ
ー
マ
は「
全
国
学

力
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
、
秋
田
教
育
の

分
析
」。講
師
は
総
合
面
か
ら
、
秋
田
大

学
の
阿
部
昇
教
授
、
指
導
上
の
実
践
的

な
成
果
報
告
は
大
仙
市
の
三
浦
憲
一
教

育
長
と
大
仙
市
教
育
研
究
所
の
須
田
百

合
子
所
長
で
あ
る
。東
京
は
も
ち
ろ
ん
、

全
国
各
地
か
ら
の
教
育
関
係
者
が
大
仙

市
の
成
果
を
熱
心
に
聴
講
し
た
。文
部

科
学
省
が
調
査
を
開
始
し
て
以
来
７
年

経
過
し
た
が
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

秋
田
県
に
あ
っ
て
も
大
仙
市
は
常
に
上

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
。私
た
ち
の
誇
り

は
花
火
に
留
ま
ら
な
い
。

　

大
仙
市
10
年
の
実
績
は
目
覚
ま
し

い
。首
都
圏
大
曲
会
も
大
い
に
あ
や
か

り
、共
に
発
展
を
期
し
た
い
。 大釜 茂璋 さん

首都圏大曲会会長［大曲地域出身］

い
つ
か
必
ず
故
郷
に
帰
る̶

。

生
ま
れ
育
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
経
験
し
た
ふ
る
さ
と
で
の
記
憶
が

若
い
こ
ろ
の
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
思
い
は
東
京
で
暮

ら
し
て
い
た
26
年
間
、
一
度
も
揺
ら
い

だ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

娘
が
小
学
校
入
学
の
時
期
を
迎
え
た

こ
と
を
機
に
地
元
・
西
仙
北
に
戻
っ
て

き
て
間
も
な
く
十
年
。帰
郷
前
か
ら
地

元
を
行
き
来
し
て
い
た
の
で
、
帰
っ
て

も
や
っ
て
い
け
る
と
確
信
は
あ
っ
た
。実

際
に
移
り
住
ん
で
み
る
と
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
環
境
と
し
て
は
思
っ
て
い
た

以
上
。子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
の
愛
情
を
感
じ
な
が
ら
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。自
分
に
と
っ

て
ふ
る
さ
と
の
イ
メ
ー
ジ
は「
安
心
感
」。

若
い
こ
ろ
、
仕
事
で
叩
き
の
め
さ
れ
た

り
、
悩
ん
だ
り
し
た
と
き
は
故
郷
に
住

む
親
や
友
達
を
思
い
浮
か
べ
た
。帰
郷

し
て
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
風
景
に
変

化
が
あ
っ
て
も
、
そ
う
し
た
精
神
的
な

部
分
が
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
子
ど
も
た

ち
と
大
人
と
の
関
わ
り
合
い
に
最
適
な

の
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
う
。自
分
自
身
、

少
年
野
球
教
室
や
５
０
０
歳
野
球
な
ど

に
参
加
し
て
交
流
を
楽
し
ん
で
い
る
。

仲
間
に
は
よ
く「
百
姓
一
揆
し
よ
う
ぜ
」

と
言
っ
て
い
る
。こ
れ
は
自
分
た
ち
か

ら
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
、
と
い
う
意

味
だ
。自
分
は
中
高
年
と
若
者
や
子
ど

も
た
ち
と
の
パ
イ
プ
役
に
な
れ
れ
ば
い

い
。次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
も
エ
ン
ジ
ン
全
開
で
い
き
た
い
。

柳葉 敏郎 さん
俳優［西仙北地域在住］

Thinking about a decade of Daisen city

わたしが思う「だいせんの10年」
Special Interview̶



daisen shikino utsuroi

大
仙
、四
季
の
う
つ
ろ
い

季
節
の
う
つ
ろ
い
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
大
仙
市
。

そ
こ
に
は
、
足
を
止
め
て
な
が
め
た
い
、

わ
が
ま
ち
な
ら
で
は
の
四
季
折
々
の
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

１.中仙斉内川の桜並木（４月）
２.西仙北高屋敷の水芭蕉（４
月）３.大台スキー場からの夕
日と田園・散居集落風景（５
月）４.協和小種の菜の花畑
（５月）５.玉川橋から玉川・
姫神山を望む（２月）６.神岡
宝蔵寺のケヤキ（９月）７.南
外不動の滝（５月）８.旧池田
氏庭園本家庭園の紅葉（11月）

１

７

３

６

２

４

５

8
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松
ま つ

塚
づ か

 智
と も

宏
ひ ろ

 さん
自営業（大曲・33歳）

秋田県の子どもたちは全国的に見
ても学力が高いと言われます。だ
からこそ、地元で育った優秀な子
どもたちが進学や就職で市外に出
たまま戻ってこないのはとてもも
ったいなく感じます。自分の職業
である建築士は「誰か」のために住
まいの設計をする仕事。学生時代
から地元の「誰か」のために働きた
いと考えていました。都会の住宅

関連業者は顧客に感情移入はしま
せん。顧客と関係性を深めながら
ものづくりしたいという思いが地
元志向につながっていたのかもし
れません。昔は地元から都会に出
て仕事や勉強をしていることがス
テータスのように言われていまし
たが、都会から地元に帰ってきて
頑張っている若者が誇りを感じら
れるまちにできればいいですね。
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齊
さ い

藤
と う

 劯
つ よ し

 さん
神岡地区自治会連合会会長（神岡・68歳）

「自助共助」は言葉ばかりが先行し
ていて実感できないものでした。し
かし、最近は行政頼みではなく自分
たちで力を合わせれば物事が早く
解決できるという考えが広く住民
に浸透し始め、地域住民が声を掛
け合い、助け合おうとする意識が高
まっているように思います。これは
合併の効果のひとつだと感じてい
ます。税収が今後上向くとは考えに

くく、国に財源を依存する体質の改
善は困難です。ならば、住民と行政
が歩み寄り、住民がいかに自分たち
で頑張っていくかということが大
事になります。現役で仕事を頑張っ
ている40代から50代の皆さんには
地域の行事への参加の機会を少し
ずつ増やし、地域を良くしていくた
めに必要なことを考える感覚を養
ってほしいです。Tsuyoshi Saito

OMAGARI

KAMIOKA

Tomohiro Matsuzuka

「まちづくり」のこれから
地域協議会委員に聞く—

市では地域住民の意見を反映させつつ地域に密着した事務に対応するため、合併前の
旧市町村の区域ごとに地方自治法に基づく地域自治区を設置し、各地域自治区には地
域協議会を置いています。協議会の委員は、各地域に配分された「地域枠予算」に関する
事業を審議したり、地域の課題について話し合いをしたりと、地域の特色を生かしたま
ちづくりのために大切な役割を担っています。誕生から10年が経過し、新たなステージ
に進む大仙市。これから望まれるまちづくりのかたちについて語っていただきました。



18

大
お お

河
か わ

 奈
な

々
な

子
こ

 さん
主婦（仙北・33歳）

子どもをもつと周囲との関わりが
増えます。自然と自分が住む地域
について考えるようになりまし
た。出産後、まもなく市町村合併し
ましたが、小学生の市内スキー場
利用料金の無料化は広域化が生か
されたものだと思いますし、行政
手続きや期日前投票などが市内の
庁舎であればどこでもできるのも
便利。旧町と比較して考えること

はありません。地域協議会では最
年少。自分の意見が地域住民や同
世代の代表の意見ではなく自分個
人の意見であるような印象を与え
てしまっているのではないかと考
えることがあります。協議会に限
らず、話し合いの場には同世代に
もっと参加してほしいですし、横
のつながりで悩みや地域の課題に
ついて話し合ってみたいです。

伊
い

藤
と う

 勝
か つ

良
よ し

 さん
自営業（太田・47歳）

自宅敷地内の事務所でソフトウェ
アの開発業を営んでいます。地元
で仕事をしている上で地の利・不
利を感じることはあまりありませ
ん。このごろ気になるのは空き家
の増加。市内を車で走っていると
目につきます。以前、IＴの最新動
向についての講演会に参加したと
ころ、講師の方が「日本の少子高齢
化の解決策は、今その問題に直面

している地方から生まれる可能性
が高い」と話していました。私自身
は現在知り合いからの相談をきっ
かけに痴呆などが原因で屋外を徘
徊する高齢者の位置情報を家族の
スマートフォンに通知する位置感
知システムを開発中です。高齢化
率が高い秋田県にはその先進地と
して新しい取り組みを生み出すチ
ャンスがあると思います。

熊
く ま

谷
が い

 亮
ま こ と

 さん
「道の駅なかせん」駅長（中仙・44歳）

旧中仙町は観光を柱にしたまちづ
くりを目指した旧角館町・旧田沢湖
町・旧西木村と、基幹産業の農業を
軸に頑張っていこうとしていた現
在の大仙市の枠組みの旧７市町村
と、どちらと合併するかで悩み、住
民アンケートの結果を基に、後者
との合併を選択しました。「道の
駅なかせん」では地元産の米を使
った商品の充実に取り組んでいま

す。農産物販売も行っていますの
で、農家の皆さんにはぜひ野菜を
たくさん持ってきていただきたい
です。そのためにも高齢の方には
いつまでも元気でいてほしいです
し、若手の皆さんにも頑張っても
らいたいです。農家の元気が活力
あるまちづくりにつながるはず。振
り返ると、大仙市として合併でき
たのは良かったと感じています。

Nanako Okawa

Katsuyoshi Ito

Makoto Kumagai

SENBOKU

OTA

NAKASEN
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佐
さ

藤
と う

 美
み

佐
さ

子
こ

 さん
会社員（西仙北・52歳）

西仙北地域では４つの小学校と３
つの中学校が統廃合し、小・中学校
がそれぞれ１校にまとまりました。
少子化を考えるとやむを得ないと
思いますが、登下校で地域を歩く
子どもたちの姿を目にする機会が
少なくなったのは寂しいです。閉校
後の校舎の利活用については地域
協議会でも議論しましたが、子ども
たちが使っていた場所をこれから

は高齢者向けに使えるようにして
いく方法を考えることも必要かと
思います。また、市にはさまざまな
イベントがありますが、大きなもの
にばかり関心が集まりすぎている
気がします。長い間継続して行って
いる行事を大事にしたいですし、小
規模でも市外から人を呼び込める
ような新しい発想のイベントの開
催に期待したいです。

菅
す が

原
わ ら

 俊
し ゅ ん

一
い ち

 さん
協和認定農業者協議会会長（協和・64歳）

農家は国の施策に振り回されてい
る感がありますが、農家の話を聞
いてくれるのは結局市の職員で、
特に支所の職員は、市町村合併後、
数がどんどん減っているのに仕事
は減らず、仕事の内容も複雑にな
っているようで気の毒です。住民
は国に直接物を言うことはできま
せんが、身近な市の職員には相談
できますので支所が今後機能を縮

小していくとすれば残念です。ま
た、消防団では分団の統廃合を進
めていますが、分団の担当区域を
広域化してしまうと自分が住む身
近な地域を自らの手で守るという
団員の意識が希薄化しそうで心配
です。地域の枠組みをそのままに
人口減少に合わせて組織の形を変
えると現実問題との間に隔たりが
生じてしまう気がします。

木
き

村
む ら

 ふみ子
こ

 さん
外小友婦人会会長（南外・65歳）

市町村合併後、南外地域では地域
を盛り上げようと「さくら祭り」や
「南外小唄まつり」などそれまでな
かった新しいイベントが企画され
ました。イベントや習い事、サーク
ル活動などの集いの場は参加する
だけで元気が出ますし、励みにな
ります。高齢者が多い地域ですの
で、若い人たちへ一緒に頑張ろう
と呼びかけてもすぐにはなかなか

前に出づらい雰囲気があると思い
ますが、今後若い人たちが活動し
ようと思ったときに「おばあちゃ
んたちはあのときこうやっていた
んだ」と参考になるような道筋を
つくりたいです。これからは高齢
者が主役。仲間とコミュニケーシ
ョンを深め、生活に目標を設定し
ながら元気に過ごしていける、そ
んな地域であってほしいです。Fumiko Kimura

Misako Sato

Shunichi Sugawara

NISHISENBOKU

KYOWA

NANGAI
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大
仙
、季
節
の
風
物
詩

１.ドンパン祭り（８月）２.払
田柵の冬まつり（２月）３.刈
和野の大綱引き（２月）４.楢
岡さなぶり酒花火（６月）５.能
公演（８月）６.全県500歳野
球大会（９月）７.太田の火ま
つり（２月）８.全国花火競技
大会「大曲の花火」（８月）

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
行
事
や
小
正
月
行
事
、
白
球
を
追
い
繰
り
広
げ
ら
れ
る

ド
ラ
マ
に
満
ち
た
熱
い
戦
い
、
夜
空
に
咲
き
誇
り
見
上
げ
る
者
を
魅
了
す
る
花
火
―
。

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
は
、
彩
り
豊
か
な
季
節
の
風
物
詩
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

１

２

５

６

８

４

３

７

daisen kisetsuno fubutsushi
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私の好きな大仙市

ココがお気に入り！

市民の皆さんに聞きました

お
お
ま
が
り

森
もり

川
かわ

暖
はる

菜
な

さん・児
こ

玉
だま

桜
さくら

さん 大
おお

友
とも

重
じゅう

一
いち

さん伊
い

藤
とう

淳
じゅん

さん畠
はたけやま

山精
せい

子
こ

さん

８市町村が合併して誕生した大仙市
どんなところが好きなのかを地域の皆さんに聞きました！

わたしの好きな大仙市
ココがお気に入り！

お
お
ま
が
り

お
お
た

か
み
お
か

に
し
せ
ん
ぼ
く

せ
ん
ぼ
く

な
か
せ
ん

き
よ
う
わ

な
ん
が
い

市民の皆さんに聞きました

あなたのお気に入り教えてください！！

永
なが

山
やま

大
ひろ

翔
と

さん 永
なが

山
やま

翔
しょう

子
こ

さん小
こ　まつ

松あゆみさん 冨
とみ

木
き

太
た

郎
ろう

さん

お
お
た
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高
たか

橋
はし

慧
あきら

さん 小
こ

松
まつ

リツさん木
き

元
もと

靖
やす

文
ふみ

さん近
こん

藤
どう

瑠
る

美
み

さん

な
か
せ
ん

せ
ん
ぼ
く

鈴
すず

木
き

康
こう

大
だい

さん 原
はら

喜
き

榮
えい

さん安
あん

藤
どう

綺
あや

音
ね

さん佐
さ

藤
とう

せい子
こ

さん

き
よ
う
わ

佐
さ

藤
とう

敦
あつ

子
こ

さん加
か

藤
とう

亜
あ

沙
さ

美
み

さん 斎
さい

藤
とう

恭
きょう

矢
や

さん 吹
ふき

谷
や

泰
たい

基
き

さん
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私の好きな大仙市

ココがお気に入り！

市民の皆さんに聞きました

か
み
お
か

後
ご

藤
とう

幸
こう

子
こ

さん 武
む

藤
とう

良
よし

仁
ひと

さん 古
ふる

屋
や

ほの栞
か

さん・真
ま

央
お

さん
　　　 （写真右）

藤
ふじ

原
わら

尚
たかし

さん

な
ん
が
い

伊
い

藤
とう

蓮
れん

さん 相
そう

馬
ま

静
しず

華
か

さん 佐
さ

々
さ

木
き

知
とも

美
み

さん髙
たか

橋
はし

浩
ひろ

行
ゆき

さん

に
し
せ
ん
ぼ
く

佐
さ

原
はら

遼
りょう

さん 藤
ふじ

原
わら

京
きょう

子
こ

さん佐
さ

藤
とう

勇
たけ

弘
ひろ

さん斉
さい

藤
とう

靜
しず

江
え

さん



市 の 花 木 鳥

コ ス モ ス

カ ワ セ ミ

ケ  ヤ  キ

おおきなせなかに
夢を乗せ　未

あ
来
す
に 羽ばたく　元気なまち

大仙市民憲章  
　わたくしたちのまち大仙市は、豊かな自然と広大な田園に囲まれ、先人のたゆまぬ
努力によって栄えてきた歴史あるまちです。
　わたくしたちは、この貴重な遺産や自然の恵みに感謝し、市民一人ひとりが誇りと
責任を持って、いきいきと暮らせる100 年都市をめざして、ここに市民憲章を定めます。

一　自分を高め　心を寄せ合い　ぬくもりのあるまちをつくります
一　ふるさとを愛し　緑の山河を守り　美しいまちをつくります
一　きまりを大切に　力を合わせ　みんなで働くまちをつくります
一　健康に努め　家族を思いやり　笑顔の輝くまちをつくります
一　歴史を見つめ　伝統に学び　文化の花咲くまちをつくります
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